
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
の
成
立
と
そ
の
性
格

村

誠

人

井

デンマーク・ドイツ国境の成立とその性格

ま
え
が
き

第
一
次
世
界
大
戦
の
後
始
末
と
し
て
行
わ
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
は
、

い
わ
ば
ド
イ
ツ
に
対
す
る
報
復
手
段
と
化
し
て
い
た
。
、
戦
後

の
欧
州
体
制
の
骨
組
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
に
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
南
部
、
上
シ
ュ
レ
ジ
ェ
ン
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
が
、
各
住
民
に
彼
ら

の
帰
属
を
問
う
住
民
投
票
地
域
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
住
民
投
票
は
、
複
雑
な
民
族
混
在
地
域
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
「
民
族
自
決
主
義
」

の
実
践
の
-
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
二
者
の
場
合
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
の
国
境
線
を
決
定
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
行
な
わ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
住
民
投
票
地
区
の
設
定
、
投
票
時
の
管
制
、
投
票
後
の
国
境
線
決
定
に
、
該
当
地
域
の
実
状
を
無
視
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
有

利
す
ぎ
る
結
果
を
導
き
出
し
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
に
そ
れ
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
廻
廊
」
と
呼
ば
れ
る
不
自
然
な

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
土
が
誕
生
し
、
束
。
フ
ロ
イ
セ
ン
が
ド
イ
ツ
の
飛
地
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
戦
勝
国
の
っ
く
り
だ
し
た
あ
ら
ゆ

181 

る
戦
後
状
況
を
た
だ
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
ず
、
後
の
ナ
チ
ズ
ム
の
浸
透
に
際
し
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
無
効
撤
廃
の
要
求
が
効
果
的
役
割

を
果
た
し
た
。

一
九
三
九
年
九
月
、
ナ
チ
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
後
、
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
国
境
線
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
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二
度
と
日
の
目
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
偏
っ
た
国
境
線
設
定
を
短
絡
的
に
ド
イ
ツ
の
東
方
進
攻
と
結
び
つ
け
る
つ
も
り
は

筆
者
に
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
に
て
「
住
民
投
票
地
域
」
と
さ
れ
、

一
九
二

O
年
に
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
国
境
線
が
、

ナ
チ
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た
後
も
無
効
と
さ
れ
ず
維
持
さ
れ
つ
づ
け
、
さ
ら
に
現
在
に
至

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
、
筆
者
は
注
目
し
た
い
。
そ
れ
が
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ

(
南
ユ
ト
ラ
シ
ド
北
部
)

の
住
民
投
票
地
域
で
あ

り
、
現
在
の
デ
ン
マ
ー
ク
・
西
ド
イ
ツ
国
境
線
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
、
こ
の
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
「
国
境
線
」
の
性
格
及
び
成

立
の
推
移
を
な
が
め
、
民
族
自
決
主
義
の
精
神
の
実
践
が
、
き
わ
め
て
厳
正
な
住
民
投
票
を
経
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
国
境
地
域
「
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
」

ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
に
お
け
る
北
は
コ
ン
ゲ
オ

i
川
(
封
。
ロ
∞

g同
)
、
南
は
ア
イ
ダ
l
川
(
肘

E
R
B
)
に
狭
ま
れ
た
地
域
「
南
ユ
ト
ラ
ン

ド」

(ω
音
合
同

]Ege--∞
λω
島
田
岡

L
N∞・
8

0
〉
・
色
〉
¥
W
S
M
(
H
8
0
判
)
|
|
は
、

一
八
六
四
年
ま
で
行
政
的
に
は
、
デ
ン
マ

l

ク
の
「
ス
リ
ス
ヴ
ィ
公
爵
領
」
(
出
向

E
m金
目
白
色

ω-24片
側
)
|
|
ド
イ
ツ
語
で
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
ー
ー
と
し
て
存
在
し
て
き
た
地
域

で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
戦
争
の
デ
ン
マ
ー
ク
敗
北
に
よ
り
、

一
八
六
四
年
以
降
ド
イ
ツ
領
と
な
り
‘
そ
の
北

部
地
域
は
一
九
二

O
年
の
住
民
投
票
に
よ
っ
て
デ
γ
マ
I
ク
に
復
帰
し
た
。

つ
ま
り
現
在
の
デ
シ
マ
l
グ
・
ド
イ
ツ
聞
の
国
境
線
は
、
こ

の
歴
史
的
に
一
つ
の
行
政
単
位
で
あ
っ
た
「
公
爵
領
」
を
、

ほ
ぼ
中
央
部
で
東
西
に
横
切
る
と
い
う
、
結
果
的
に
は
か
な
り
異
常
な
形
体

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ

(Zo邑田
-Bim-ω
・8
A
H
W
自
国
)

は
、
現
在
デ
ン
マ
ー
ク
の
「
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
地
方
」

(仏色白怠ロ門同
mH守
白
}
拘
四
日
戸
口
円
四
回
門
回
目
-
)
を
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
境
の
南
側
で
は
、
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
と
ア
イ
ダ
l
川
の
南
岸
か
ら
エ



が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

ル
ベ
川
ま
で
の
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ

γ
と
か
ら
な
る
「
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
」

(
ω
n
E
8
4『
応
・
国
o
-
2
m
-
P
H
A
H
-
8
0
W自
国
)
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q. 鈎 6・SE同
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第1図スリスヴィ(南ユトランド)の位置

斜線部・・・・・・1920年住民投票実施地域

1…… 811-1864年デンマーグ， ドイツ国境線
2 …・・1864-1920年 μ 

3.…・・1920年~ 11 
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南
ユ
ト
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
地
名
の
分
布
、
考
古
学
的
証
拠
ま
た
歴
史
的
事
実
か
ら
有
史
以
来
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
系
北
欧
民
族
が
居

住
す
る
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ハ

4
0
そ
し
て
、
そ
の
南
側
の
民
族
(
ド
イ
ツ
の
ザ
グ
セ
ン
族
、

ス
ラ
ヴ
の
、
ヴ
エ
ン
ド
族
)

対

す
る
北
欧
民
族
す
な
わ
ち
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
性
格
を
持
っ
た
民
族
境
界
地
で
あ
っ
た
(
2
u
o

」
の
民
族
境
界
地
は
、

.
東
海
岸
地
域
に
海
抜
最
高
百
メ
ー
ト
ル
程
に
す
、
ぎ
な
い
モ
レ

l
y
丘
陵
地
域
が
南
北
に
連
な
る
ほ
か
、
内
陸
部
の
旧
モ
レ

l
ン
の
低
い
丘

が
散
在
す
る
ヒ

l
ス
地
帯
、
西
海
岸
の
低
湿
地
帯
か
ら
な
る
低
平
な
ユ
ト
ラ

γ
ド
半
島
の
付
け
根
部
で
あ
る
。
そ
し
て
比
較
的
大
き
な
ア

イ
ダ

1
川
を
除
く
と
、
河
道
の
安
定
し
た
小
さ
な
河
川
|
|
後
に
国
境
線
と
な
っ
た
ス
キ
ー
ル
ベ
ッ
ク
川
で
さ
え
、
中
流
部
で
は
川
幅
五

メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
ー
ー
が
主
に
東
よ
り
西
へ
流
れ
、
民
族
の
混
在
し
た
後
で
は
こ
の
地
で
純
粋
に
自
然
地
理
的
要
素
に
基
い
て
「
国
境

線
」
を
求
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
こ
れ
を
如
実
に
物
語
る
も
の
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
の
構
築
し
た
ダ
1
ネ
ヴ
ィ

ア
ケ
土
塁
(
ロ

S
2
E
B
)
で
あ
っ
た
(
第
1
図
参
照
)
。
彼
ら
は
境
界
線
を
自
ら
造
り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
民
族
地
域
の
最
南

前
線
で
あ
っ
た
低
平
な
ヒ

l
ス
原
野
に
東
西
に
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
程
の
土
塁
を
設
け
て
、
南
に
居
住
す
る
異
民
族
の
北
方
侵
入
に
対
処
し

て
い
た
。
そ
し
て
単
な
る
線
に
し
か
す
ぎ
な
い
土
塁
が
、
境
界
線
と
し
て
の
機
能
を
保
ち
え
た
の
は
、
当
時
の
国
境
線
ア
イ
ダ

I
川
と
土

塁
聞
に
無
人
'
の
境
界
前
方
地

(
m
H
8
5出
向

o
p
g円
四
)
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

後
、
ダ
l
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
の
境
界
線
と
し
て
の
意
味
は
ま
っ
た
く
失
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
土
塁
構
築
に
よ
っ
て
民
族
地
域

し
か
し
前
方
地
へ
の
南
か
ら
の
植
民
を
許
し
た

の
確
保
を
求
め
る
ほ
ど
に
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
に
は
境
界
線
に
な
る
に
足
る
自
然
国
境
要
素
が
無
か
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、

一
九
二

O

年
の
国
境
設
定
に
関
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
立
場
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か
く
彼
ら
は
自
然
境
界
的
要
素
を
も
っ
た
国
境
線
を
見
い

出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
ダ
l
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
以
北
の
住
民
が

デ
ン
マ
ー
ク
起
源
の
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
が
ド
イ
ツ
文
化
化
(
同
ozuawEロ
ぬ
)
さ
れ
、
ド
イ
ツ
人
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
こ
の
デ
ン
マ

l
グ
民
族
の
民
族
境
界
地
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
を
、
民
族
混
在
地
と
し
て
そ
の
後
性
格
づ
け
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
民
族
及
び
ド
イ
ツ
民
族
の
両
民
族
性
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
の
海
洋
民
族
的
性
格
と
、
ド
イ
ツ
民

族
の
土
地
執
着
性
と
隣
接
地
域
へ
の
民
族
地
域
拡
大
と
い
う
内
陸
民
族
的
性
格
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ

ち
デ
ン
マ
ー
ク
の
民
族
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
中
対
象
が
内
陸
と
接
す
る
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
以
外
に
存
在
し
て
い
た
一
方
、

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

貴
族
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
民
族
の
土
地
に
執
着
し
た
北
へ
の
拡
大
的
進
出
に
よ
り
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ン
マ
ー
ク
的
色
彩
が
薄
れ
て

い
っ
た
。
ヴ
ィ
キ
ン
グ
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
陸
上
を
ダ

I
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
で
固
め
、
海
上
か
ら
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
海
岸
を
掠
奪
し
て
い

格性初
国
家
的
関
心
は
常
に
バ
ル
ト
海
貿
易
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
掌
握
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
関
心
の
薄
い
南
ユ

、と立成の境国ソ'Js
 

rn

・
クマン

J

ア

た
事
実
か
ら
、
陸
上
で
の
領
土
拡
大
活
動
に
よ
る
南
進
は
行
わ
ず
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
確
保
の
み
を
意
図
し
た
。
そ
の
後
デ
ン
マ
ー
ク
の

ト
ラ
ン
ド
を
「
公
爵
領
」
と
し
、
そ
の
遠
隔
地
の
ド
イ
ツ
化
を
放
任
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
実
際
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
ス
ウ
ア
i

デ
ン
に
割
譲

し

北
欧
の
海
洋
に
お
け
る
重
要
な
地
位
を
失
っ
て
は
じ
め
て

(
H

∞H
A
H
A刊
)
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
関
心
は
再
び
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
に
戻
っ
て
き

た
。
そ
の
時
は
既
に
遅
く
、
南
半
分
が
ド
イ
ツ
化
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
海
洋
性
民
族
の
他
地
域
進
出
が
比
較
的
淡
白
で
あ
る
の
に
対
し
、

内
陸
性
民
族
ド
イ
ツ
の
土
地
執
着
的
領
土
拡
大
は
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
、
東
欧
等
隣
接
地
で
彼
ら
の
植
民
、
ド
イ
ツ
文
化
化
の
過
程
に
よ

っ
て
、
す
っ
か
り
土
着
化
し
、
進
出
地
域
を
本
土
と
何
ら
文
化
的
差
異
の
な
い
ド
イ
ツ
民
族
地
域
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
王
国
よ
り
一

線
で
画
さ
れ
た
「
公
爵
領
」
と
い
う
状
況
に
乗
じ
て
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
で
も
ド
イ
ツ
勢
力
は
大
い
に
伸
長
し
た
|
|
但
し
ド
イ
ツ
人
が
民

族
的
ス
ケ
ー
ル
で
植
民
し
た
の
は
、
ダ

I
ネ
グ
ィ
ア
ケ
以
南
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
海
を
求
め
て

(
実
際
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
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ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
主
義
者
は
「
海
」
を
意
識
し
て
い
た
)
北
進
す
る
内
陸
勢
力
と
し
て
の
ド
イ
ツ
民
族
に
対
し
、

よ
う
や
く
十
九
世
紀
に

南
ユ
ト
ラ
ソ
ド
の
デ
ン
マ
ー
ク
性
保
持
に
目
覚
め
た
デ
ン
マ
ー
ク
海
洋
民
族
の
民
族
地
域
の
確
保
と
い
う
、
潜
在
的
民
族
対
立
の
場
と
し
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て
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
地
を
め
ぐ
っ
て
一
世
紀
以
上
に
亘
る
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
聞
の
民
族
闘

争
を
持
続
さ
せ
た
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
歴
史
の
流
れ
に
従
い
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
聞
の
歴
史
的
、
地
理
的
必
然
性
、
ド
イ
ツ
文
化
の
優

位
性
等
に
よ
り
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
は
常
に
南
か
ら
北
に
む
か
つ
て
ド
イ
ツ
文
化
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
欧
州
の
時
代

精
神
1

1国
民
主
義
、
自
由
主
義
|
|
の
影
響
は
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
に
も
波
及
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
を
日
常
語
と
す
る
北
部
の
住
民
を
除

く
親
ド
イ
ツ
系
住
民
は
、
南
接
す
る
ド
イ
ツ
の
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
シ
公
爵
領
と
の
結
合
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
一
邦
「
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ

-
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
」
を
形
成
す
べ
く
独
立
を
図
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
デ

γ
マ
l
ク
語
住
民
は
、
彼
ら
の
日
常
語
が
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
文
化
優
位
を
前
面
に
か
ざ
す
「
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
運
動
」
に
対
し
「
デ
ン
マ
ー
ク
人
」
と
し

て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
l
ツ
を
自
覚
す
る
に
至
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
運
動
と
合
流
し
た
。
こ
こ
に

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
民
族
聞
の
対
立
が
生
じ
、

「
民
族
問
題
」
の
形
を
呈
し
て
く
る
の

で
あ
っ
た
(
3
u
o

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
が
民
族
同
の
係
争
地
と
な
っ
て
以
来
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ド
イ
ツ
聞
に
二
度
の
戦
争
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
昆

お
1
8・
H

∞
E
h明
)
、
何
ら
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
住
民
の
本
質
的
な
民
族
問
題
の
解
決
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
南
ユ
ト
ラ
シ
ド
が
、
ド
イ
ツ

に
割
譲
さ
れ
た
の
み
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
住
民
は
、
以
降
五
六
年
間
、
ド
イ
ツ
内
の
少
数
民
族
と
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二

O
年
、
住
民
の
「
意
志
に
基
づ
い
て
ひ
か
れ
た
国
境
線
」
(
凹

zpzm回
唱
8
5
0
)
は
、
可
能
な
最
少
限
の
少
数
民
族
を
国
墳
の

両
側
に
残
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
し
た
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
前
に
し
て
、
少
数
民
族
が
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ

ム
の
興
隆
と
結
び
つ
き
、
国
境
地
帯
の
不
安
に
は
深
刻
な
も
の
が
存
在
し
た
。
ま
た
僅
か
な
数
で
あ
っ
た
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
デ
ン
マ

l



ク
少
数
民
族
は
、

一
九
三

0
年
代
、
及
び
戦
時
中
の
厳
し
い
時
代
を
経
て
も
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
、
東
部
ド
イ

ツ
よ
り
難
民
の
大
流
入
に
嫌
悪
し
た
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
「
固
着
住
民
」

(
Z
m
B
g
m
F音
g
p
n
E
H
Z
m
)
の
多
数
が
デ

γ
マ
l
ク
志
向

性
を
持
っ
た
親
デ
ン
マ
ー
ク
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

一
九
世
紀
中
葉
よ
り
一
九
五
五
年
に
至
る
ま
で
連
綿
と
し
て
続
け
ら
れ

て
き
た
係
争
の
影
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
、
こ
の
国
境
は
欧
州
の
も
っ
と
も
安
定
し
た
国
境
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
国
境
地
域
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
は
、
内
外
の
事
情
を
反
映
し
て
呼
吸
し
、
国
家
と
い
う
有
機
体
の
皮
膚
を
形
成
し
、
生
き
つ
づ
け
て
き

た。

デンマーク・ドイツ国境の成立とその性格

ニ
、
住
民
投
票
地
区
の
決
定

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
帰
属
問
題
は
、

一
九
一
六
年
十
二
月
の
「
連
合
軍
宣
言
」
及
び
一
九
一
八
年
一
月
の
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ

γ
の
十

四
カ
条
の
平
和
原
則
に
も
言
及
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

一
九
一
八
年
十
一
月
一
一
一
日
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
こ
の
問
題
は
「
民
族
自
決
」

問
題
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
年
一
月
以
降
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
の
審
議
対
象
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

たハ
4
u
o

一
九
一
八
年
十
一
月
十
一
日
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
停
戦
を
前
に
し
た
十
月
一
一
一
二
日
、

ド
イ
ツ
の
敗
北
が
決
定
的
と
な
っ
た
後

の
デ
ン
マ
ー
ク
圏
内
の
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
母
国
復
帰
運
動
に
呼
応
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
に
て
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
H
・
P
-
ハ

プ
ラ
ハ
条
約

(
H
g
G
抑
)
第
五
条
に
基
づ
く
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
住
民
投
票
の
実
施
を
要
求
し
た
ハ
5
〉。

こ
れ
に
対
す
る
ゾ

γ
セ

γ
は、

ル
フ
外
務
長
官
の
返
答
書
簡
(
十
一
月
十
四
日
)

に
て
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
品
品
目
壊
戦
争
後
の
プ
ラ
ハ
条
約
は
既
に
一
八
七
八
年
に
無
効
に

187 

な
っ
た
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
も
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
平
和
原
則
に
の
っ
と
り
、
民
族
自
決
主
義
の
も
と
当
該
地
域
住
民
に
問
題
解
決
が
委
ね

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
問
題
の
解
決
が
、

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
政
府
の
見
解
を
伝
え
た
ハ
6
u
o

こ
の
よ
う
に
し
て
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
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に
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ン
マ
ー
ク
系
住
民
に
母
国
復
帰
要
求
の
イ
ニ
・
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
た
せ
た
後
、
彼
ら
の
要
求

が
、
ほ
ぼ
政
府
見
解
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
連
合
国
側
に
対
し
|
|
デ
ソ
マ
l
グ
は
大
戦
中
、
中
立
で
あ
っ
た
|
|

北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
そ
の
復
帰
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
要
求
し
た
。

つ
ま
り
デ
ン
マ
ー
ク
は
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
問
題
の
扱
い
を
、

フ-フ

ン
ス
の
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ

l
ヌ
及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
と
同
じ
よ
う
な
「
歴
史
的
に
正
当
な
権
利
」
要
求
と
す
る
こ
と
を
敢

え
て
拒
否
し
、
た
だ
住
民
投
票
地
域
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
住
民
投
票
実
施
の
要
求
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

に
て
当
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
委
員
会
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
つ
ま
り
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
お
い
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
南
ユ
ト
ラ

ン
ド
に
関
す
る
可
能
な
、

い
か
な
る
要
求
を
も
出
し
え
た
(
7
〉。

つ
ま
り
住
民
投
票
を
経
ず
し
て
、

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ン
マ
ー
ク
復
帰

が
実
現
さ
れ
う
る
こ
と
を
、
列
強
は
考
臆
し
て
い
た
。
し
か
し
敢
え
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
住
民
が

「
住
民
投
票
」
の
実
施
を
求
め
、
厳
正
な
国
境
審
判
を
問
う
方
法
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
島
を
自
認
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
将

来
ド
イ
ツ
の
復
興
後
に
、

ド
イ
ツ
か
ら
国
境
の
変
更
要
求
が
出
さ
れ
な
い
為
に
、
充
分
な
根
拠
を
も
っ
た
国
境
線
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
帰
属
を
問
う
「
住
民
投
票
」
は
、
普
填
戦
争
後
の
一
八
六
六
年
プ
ラ
ハ
条
約
第
五
条
の
規
定
で
あ
り
、
そ
れ

を
考
慮
し
た
う
え
で
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
住
民
及
び
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
の
間
で
「
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
」
の
南
境
界
線
を
求
め
る
住
民
調
査
、
地

理
的
考
察
、
が
永
年
綿
密
に
行
わ
れ
て
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
住
民
投
票
」
が
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
住
民
の
デ
ン
マ
ー
ク
復
帰
に
お
け
る

唯
一
の
手
段
と
し
て
、
彼
ら
当
事
者
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
及
び
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
デ
ン
マ
ー
ク
語
住
民
の
代
表
が
、
常
に
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
問
題
解
決
へ

の
足
場
と
し
た
も
の
は
、
一
九
一
八
年
十
一
月
十
七
日
の
「
オ
l
ベ
ン
ロ

1
決
議
」
(
〉
与

8
3曲
目
目
白

o
-
E
Bロ
g)
の
五
項
目
で
あ
っ
た
。
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」
れ
は
、

ゾ
ル
フ
の
書
簡
を
ハ
ン
セ
ン
が

う
け
と
っ
た
後
「
北
ス
リ
ス
ヴ
ィ
選
挙
人

協
会
」
の
オ
l
ベ
ン

?
i集
会
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
内
容
は
次
の

ヴェルサイユにおける境界線案

ょ
う
で
あ
る
。

一
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
全

域
が
住
民
投
票
の
、
単
一
投
票
地
区
と
し

て
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
復
帰
に
対
し
て
、

官
又
は

za
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
、

表
明
し
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
問
題
の
解
決

を
求
め
る
。
二
、
北
部
ス
リ
ス
グ
ィ
の
地

域
を
確
定
し
、
要
す
る
に
後
述
の
「
グ
ラ

d 

h酬<
， 

、

第2図

ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
」
以
北
と
定
め
た
。

一
定
の
条
件
を
満
足
す
る
す
べ
て
の

二
十
歳
以
上
の
男
女
に
投
票
権
を
与
え

る
。
四
、
投
票
権
所
有
者
の
自
由
意
志
の

尊
重
、
筆
記
法
を
採
用
し
、
現
政
府
に
よ

る
投
票
時
の
圧
力
を
否
定
す
る
。
五
、
中
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、
、
、

部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
隣
接
し
た
地
区
で
デ
ン
マ
ー
ク
復
帰
の
希
望
を
表
明
す
る
地
区
は
、
地
区
毎
に
判
定
さ
れ
る
住
民

投
票
権
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
見
な
す
官
三

1
1
iそ
し
て
実
際
こ
の
「
決
議
」
案
が
僅
か
な
変
更
を
経

て
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
一

O
九
条
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
す
U

。
又
「
決
議
」
案
の
第
一
項
目
に
よ
っ
て
住
民
投
票
実
施
の
際
の
「
第

一
投
票
地
区
」
が
設
定
さ
れ
、
第
五
項
目
に
よ
っ
て
、
第
二
・
第
三
投
票
区
が
設
け
ら
れ
た
。

プ
ラ
ハ
条
約
第
五
条
の
規
定
す
る
「
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
」
の
該
当
地
域
を
求
め
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
研
究
家
、

H
・

v

-
グ
ラ
ウ
セ
ン
は
、

一
九

O
一
年
「
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
」
の
南
境
界
線
の
試
案
を
公
け
に
し
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
グ
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ

ン」

(
Q
E
S
S
E
a
-山
口
町
四
ロ
)
は
、
彼
の
各
種
の
民
族
分
布
に
関
す
る
調
査
か
ら
「
住
民
投
票
」
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
デ
ン
マ
ー
ク
系

(
語
)
住
民
居
住
地
域
を
、
民
族
的
、
経
済
的
ま
た
地
理
的
条
件
に
適
合
し
う
る
も
の
と
し
て
考
慮
し
、
そ
し
て
求
め
ら
れ
た
境
界
線
で

あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
は
第
2
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
中
央
部
の
ス
キ
ー
ル
ベ
ッ
ク
川

(ω-858W)

根
拠
を
求
め
、
両
岸
に
人
間
居
住
の
困
難
な
低
湿
地
、

ヒ
l
ス
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
自
然
境
界
的
要
素
を
持
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
一
九

O
一
年
の
ク
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
は
、
東
岸
す
な
わ
ち
フ
レ
ン
ス
ボ
I
峡
湾

(
司
]
由
ロ
回

}
u
O円

c
a
o
H仏
)

に
は
達
し
て
お
ら

ず
、
フ
レ

γ
ス
ボ
I
市

(
E
S各
O
H
C

又
は
、

ド
イ
ツ
語
で
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
)
を
目
前
に
し
て
立
ち
消
え
し
て
い
た
ハ
息
。

つ
ま
り
北

部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
は
住
民
投
票
に
よ
っ
て
帰
属
が
問
わ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
確
実
に
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
南
境
界
の
決
定
は
、
民
族
分
布
、
並
び
に
「
境
界
線
の
両
側
に
最
小
限
可
能
な
少
数
民
族
を
包
含
し
、
最
大
限

可
能
な
広
い
領
土
を
獲
得
す
る
」

と
い
う
こ
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
白
)
。

ボ
l
峡
湾
聞
の
巨
に
見
え
な
い
ラ
イ
ン
の
意
味
は
、

そ
れ
ゆ
え
ス
キ
ー
ル
ベ
ヅ
ク
の
水
源
か
ら
フ
レ
ン
ス

一
九

O
一
年
当
時
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
最
大
の
都
市
(
人
口
四
万
人
)

フ
レ
ン
ス
ボ
ー
を

北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
、

ク
ラ
ウ
セ
ン
の
願
望
と
障
躍
の
複
雑
な
感
情
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
一
八



年
、
ク
ラ
ウ
セ
ン
も
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
デ
ン
マ
ー
ク
系
住
民
の
指
導
層
も
、
旧
ク
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
を
修
正
延
長
し
て
フ
ロ
エ
ス
レ

ウ

(
司
与
巴
0
4
)

を
南
に
巻
き
込
み
、

(同円

E
S
E
-
g
)
|
|峡
湾
か
ら
五

O
米
程
の
比
高
の
谷
が
ボ
ウ

(回
0
4
)

の
南
ま

グ
ル
ソ

l
谷

で
刻
ま
れ
て
い
る
1
l
tを
通
っ
て
、
峡
湾
に
到
達
さ
せ
た
。
こ
の
谷
は
森
林
(
ブ
ナ
林
)

に
覆
わ
れ
、
人
の
居
住
は
無
く
、
地
理
的
条
件

は
境
界
線
と
し
て
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
グ
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
は
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
教
会
用
語
、
学
校
用
語

の
ド
イ
ツ
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
分
割
線
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
口
の
極
め
て
稀
薄
な
湿
地
帯
、

歴
史
的
、
自
然
地
理
的
境
界
線
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。

ヒ
l
ス
原
野
を
貫
通
し
、

デンマ{ク・ドイツ国境の成立とその性格

そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
お
け
る
会
議
上
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
南
境
界
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
境
界
線
試
案
が
提
出
さ
れ
た

が
、
ー
ー
一
九
一
一
一
年
の
帝
国
議
会
選
挙
に
際
し
て
ド
イ
ツ
系
候
補
獲
得
票
の
過
半
数
地
域
を
根
拠
と
し
た
テ
ィ

1
デ
ィ

l
・
ラ
イ
ン

{
吋
町
四
円
四
日
目
ム
山
口
日
開
口
)
、

グ
ラ
ウ
デ
ル
H
へ
フ
テ
ィ
エ
・
ラ
イ
ン

(
の
】
田
口
円
r
w
]
E

国
民

qma日目
回
目
何
回
)

一
九
一
九
年
五
月
二
九
日
ド
イ
ツ
提
案
線
、

は
ー

l
い
ず
れ
も
自
然
地
理
的
条
件
、
少
数
民
族
の
観
点
か
ら
劣
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ク
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
が
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
会
議
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
九
二

O
年
に
お
け
る
住
民
投
票
の
実
施
に
際
し
、
第
一
投
票
区
、
第
二
投
票
区
の
二
投

票
地
域
が
存
在
し
た
風
変
り
な
住
民
投
票
の
形
式
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
第
一
投
票
区
は
、
当
然
そ
れ
全
体
と
し
て
デ
ン
マ

ー
ク
復
帰
の
判
定
を
求
め
、

い
わ
ば
プ
ラ
ハ
条
約
第
五
条
の
実
施
と
い
う
形
を
と
る
の
に
対
し
、
第
二
投
票
区
の
設
定
は
、

オ

l
ベ
ン
ロ

1
決
議
第
五
項
目
に
基
づ
い
て
、
住
民
投
票
実
施
の
請
願
の
あ
っ
た
「
ド
イ
ツ
化
民
族
地
域
」
に
、
そ
の
デ

γ
マ
1
グ
復
帰
へ
の
判
定
を

求
め
る
た
め
、
各
投
票
地
区
毎
会
O
B
B
E
H
S
U
)
に
賛
否
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
第
二
投
票
区
の
南
側
に
、
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本
来
の
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
最
南
線
「
ダ

I
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
」
ま
で
が
、
第
三
投
票
区
と
し
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
上
存
在
し
て
い
た
が
(
担
、

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
既
に
ド
イ
ツ
化
し
て
し
ま
っ
た
地
区
、
す
な
わ
ち
第
三
投
票
区
の
設
定
を
拒
否
し
て
、
そ
の
存
在
を
無
効
と
し
た
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(
一
九
一
;
九
年
六
月
十
四
日
)
。
デ
ン
マ
ー
ク
と
し
て
は
、
多
数
の
ド
イ
ツ
少
数
民
族
を
自
国
領
土
内
に
か
か
え
こ
む
こ
と
を
恐
れ
、
第
三

投
票
区
の
設
定
に
対
し
、
そ
こ
に
住
む
ド
イ
ツ
系
住
民
が
敗
戦
の
貧
困
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

一
時
的
に
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
帰
属
を
望

み
、
将
来
デ
ン
マ
ー
ク
国
境
地
帯
を
不
安
に
陥
れ
る
と
い
う
危
倶
を
持
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
三
投
票
区
は
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
希
望
は
、
ド
イ
ツ
的
要
素
の
デ
ン
マ
ー
ク
混
入
を
最
大
限
拒
絶
し
、
き
わ
め
て
純
粋
な
デ
ン
マ
ー
ク
人
地
区
の
復

帰
と
、
確
実
な
国
境
線
の
設
定
で
あ
っ
た
。
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
口
を
殆
ん
ど
封
じ
た
上
で
の
国
境
設
定
は

av、
あ
る
意
味
で
デ
ン
マ
ー
ク

の
自
由
裁
量
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
選
ん
だ
道
は
、
後
ろ
指
の
差
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
適
従
境
界
線
」

(
E
Z
2・

ロ
白
口
同
ゲ
O
ロ
ロ
門
目
白
一
円
可
)

の
設
定
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

auo

三
、
「
決
定
を
前
に
」

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
見
解
を
理
解
す
る
う
え
で
、

一
九
一
八
年
の
グ
ラ
ウ
セ
ン
の
小
冊
子
「
決
定
を
前
に
」
(
匂
背
〉
古
音

m-zロ
)
が

重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
(
担
。
彼
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
上
、

南
ユ
ト
ラ
ン
ド
問
題
の
技
術
顧
問
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
南
部
ス

リ
ス
ヴ
ィ
を
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
、
編
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
、
次
の
三
つ
の
理
由
を
掲
げ
て
い
る
。

一
つ
は
、
南
部
ス
リ

ス
ヴ
ィ
人
自
身
の
為
で
あ
り
、

一
つ
は
、

わ
れ
わ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
の
為
に
、
最
後
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
人
、
す
な

わ
ち
正
当
な
権
利
を
も
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
す
る
も
の
の
為
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
住
民
が
、
既
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
あ
り
え
ず
、

ま
た
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ア
シ
ゲ
ル
地
方
の
デ
ン

マ
ー
ク
語
の
地
名
、
人
名
は
、
も
は
や
「
国
民
」
の
指
標
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、

一
部
の
人
々
の
考
え
る
ダ
l



ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
ま
で
の
か
つ
て
の
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
地
域
を
復
帰
さ
せ
た
い
と
い
う
欲
求
を
退
け
た
。
ま
た
フ
レ
ン
ス
ボ
l
市
は
、
プ
ラ
ハ

条
約
締
結
後
の
一
八
六
七
年
の
選
挙
で
デ

γ
マ
I
グ
系
候
補
者
が
過
半
数
を
得
票
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
二
万
人
の
人
口

が
ド
イ
ツ
統
治
下
に
お
い
て
、
六
万
に
増
加
し
た
た
め
、

フ
レ
ン
ス
ボ

l
市
は
ド
イ
ツ
に
投
票
す
る
で
あ
ろ
う
。
市
の
北
側
の
商
業
圏
は

南
側
よ
り
小
さ
く
、
も
し
市
を
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
組
み
入
れ
た
と
す
る
と
、

フ
レ
ン
ス
ボ
l
市
は
、

ス
リ

1
湾
(
盟
日
開
口
)
ま
で
国
境
を

南
下
さ
せ
る
こ
と
を
望
む
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
は
、
も
は
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ク
ラ
ウ
セ
ン
自
身
が
一
九

O
一
年

デンマーク・ドイツ国境の成立とその性格

に
保
留
に
し
た
フ
レ
ン
ス
ボ
l
市
の
帰
属
を
、
こ
こ
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

第
二
の
「
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
の
た
め
」
に
は
、
南
部
ス
リ
ス
グ
ィ
編
入
に
よ
っ
て
将
来
、
ド
イ
ツ
か
ら
国
境
変
更
の
要
求
が
再
び
出
現

す
る
こ
と
を
恐
れ
た
。

つ
ま
り
「
ド
イ
ツ
性
」
の
圏
内
包
含
は
、

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
民
族
性
」
を
危
く
す
る
。
ド
イ
ツ
民
族
的
要
素
を
内

包
す
る
こ
と
は
、
「
北
欧
L
(
Z
o丘
町
ロ
)
の
同
胞
と
の
、

特
に
そ
の
精
神
的
、

及
び
政
治
的
融
合
性
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
こ

の
論
理
は
一
見
き
わ
め
て
観
念
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
に
お
け
る
二
度
の
対
ド
イ
ツ
戦
争

「
北
欧
」
の
一
員
で
あ
ろ
う
と
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
が
、

も

ア
イ
ダ
l
川
以
南
の
ド
イ
ツ
的
部
分
を
自
ら
切
り
離
そ
う
と
し
て
招
来
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
(
担
。
そ
れ
ゆ
え
、
来
た
る
べ
き
国
境
決
定
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

総
決
算
と
し
て
存
在
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
る
た
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
に
と
っ
て
、

一
八
四
八
年
・
一
八
六
四
年
の

南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
を
復
帰
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
|
|
そ
れ
が
す

べ
て
で
あ
っ
た
。
実
際
問
題
と
し
て
、

ド
イ
ツ
人
地
区
を
包
含
し
す
ぎ
る
と
、
親
ド
イ
ツ
勢
力
の
結
集
が
当
然
起
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
内
の

一
政
治
勢
力
と
な
る
ー
ー
ー
民
族
闘
争
が
無
限
に
続
き
、
今
ま
で
の
国
民
的
苦
労
不
安
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
望
む
べ
き
で
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は
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
「
デ
ン
マ
ー
ク
語
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
人
の
た
め
」
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
全
体
が
、
復
帰
し
て
く
る
南
ユ
ト
ラ
ン

ド
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
条
件
と
し
て
、
南
部
ス

P
ス
ヴ
ィ
を
復
帰
地
域
に
付
帯
す
べ
き
で
は
な
い
と
グ
ラ
ウ
セ
ン
は
主
張
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、

ク
ラ
ウ
セ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
、
'
復
帰
す
べ
き
「
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
」
の
設
定
に
最
大
の
注
意
深
さ
を
も
っ
て
臨

ん
だ
一
方
、
中
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
「
復
帰
」
願
望
の
声
を
封
じ
る
こ
と
な
く
、
声
の
出
ど
こ
ろ
に
判
定
の
機
会
を
与
え
た
。

一
九
二

O
年

一
月
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
発
効
し
、

「
住
民
投
票
」
は
、
当
該
地
域
の
ド
イ
ツ
官
憲
の
引
き
揚
げ
に
続
く
国
際
監
視
団
の
到
来
に
よ

つ
で
、
た
だ
投
票
B
を
待
つ
の
み
と
な
っ
た
。

四
、
住
民
投
票

住
民
投
票
は
、

一
九
二

O
年
二
月
十
日
に
第
一
投
票
区
で
、
一
二
月
十
四
日
に
第
二
投
票
区
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
投
票
区
で
は
、
約
七
五
必
の
得
票
率
を
も
っ
て
デ
シ
マ

l
ク
復
帰
に
賛
意
が
示
さ
れ
た
。
投
票
権
は
投
票
実
施
地
区
に
生
ま
れ
た
す
べ

て
の
男
女
二

O
歳
以
上
の
者
に
与
え
ら
れ

(
投
票
時
に
該
当
地
域
に
居
住
し
て
い
な
く
て
も
良
い
)
、

ま
た
一
九

O
O年
一
月
一
日
以
来

該
当
地
域
に
居
住
し
て
い
る
者
に
も
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
投
票
権
の
決
定
に
基
づ
い
て
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
帰
属
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
ド

イ
ツ
併
合
以
来
抑
圧
さ
れ
て
き
た
デ

γ
マ
l
ク
系
住
民
に
と
っ
て
初
め
て
彼
ら
全
体
の
意
志
表
示
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
「
ド
イ
ツ
臣
民
」
に
よ
る
一
九
一
二
年
の
帝
国
議
会
議
員
選
挙
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果
|
|
ド
イ
ツ
系
代
表
の
得
票
が
過

半
数
と
な
っ
た
地
域
が
、
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
大
き
く
分
け
入
っ
た
ー
ー
と
は
大
い
に
異
な
り
、
こ
の
住
民
投
票
の
結
果
は
、

つ
ま
り

八
六
七
年
の
投
票
結
果
に
よ
り
近
い
モ
ザ
イ
ク
文
様
を
示
し
て
い
る
。

第
一
投
票
区
の
結
果
を
み
る
と
、

一
九
世
紀
の
日
常
語
分
布
状
況
の
傾
向
と
同
じ
く
、
市
場
町

(wnbrz同
仏
)

ま
た
そ
の
他
の
人
口
の

比
較
的
多
い
中
心
集
落
に
、
ド
イ
ツ
系
住
民
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
で
最
も
急
速
に
ド
イ
ツ
文
化

が
北
進
し
た
の
は
、
人
口
密
度
の
高
い
東
海
岸
地
域
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
街
道
が
南
北
に
走
り
、
海
港
に
恵
ま
れ
た
海
抜
五
十
l
百
米
の
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第3図 1920年住民投票の結果
1. zone......1920年2月10日実施

2. zone......1920年3月14日実施

3.zone.…・・廃案となり，実施されず

数字……デンマーク票(%)

モ
レ

l
ン
丘
陵
地
域
の
町
々
が
、
ド
イ
ツ
人
都

市
生
活
者
の
進
出
に
格
好
の
条
件
を
備
え
て
い

た
。
フ
レ
ン
ス
ボ

1
・
セ
ナ
ボ

l
・
ォ

l
ベ
ン

ロ

I
・
ハ
ザ

l
ス
レ
ウ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
フ
ェ

ル
等
が
そ
の
例
で
あ
る
(
第
1
表
)
。
し
か
し
こ

の
ド
イ
ツ
へ
の
投
票
数
が
実
際
に
居
住
し
て
い

投りた
票、ド
時こイ
にれツ
投ら系
票の住
の町民
自での
的は数
で投よ
帰票り
つ数多
てのく
きω/，...た
た l 二
者叫H 二
でがーし
あ、お

る
百
三
ま
た
農
村
部
で
は
ド
イ
ツ
圧
制
下
に
あ

っ
て
も
、
旧
来
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
が
維
持
さ

れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
文
化
活
動
が
続
け
ら
れ
て
お

り
、
住
民
投
票
の
際
の
デ
ン
マ
ー
ク
復
帰
の
源

動
力
と
な
っ
た
。

そ
し
て
第
二
投
票
区
は
、

フ
レ
ン
ス
ボ

l
市

を
も
含
め
て
、

一
九
世
紀
の
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ

を
否
定
す
る
よ
う
に
、
す
っ
か
り
デ

γ
マ
l
ク
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1920年住民投票における各町の投票分布

|デンマーク票lドイツ票 |デγマーク票|人口(190陶(%) 

フレンスボ{
。Flensbor9' 25% 160，922(1910)1 

T ナ 3，969 。TOnder

オーベンロー
6，619 I 。Aabenraa

セナボー 5，522 I 。S世nderborg

アウグステンポー 663 Augustenborg 

ノアボー
1，139 Nordbor9' 

レゴムグロスター
1，446 LOgumkloster 

ハザースレウ
9，201 。Haderslev

グリス1チanャfeンldフェル I 572 Christ 

第 1表

0印・・・市場町

色
が
槌
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
フ
レ
ン
ス
ボ

I
市
の
投
票
結
果
は
第
1
表
に
示
し

た
よ
う
に
デ
ン
マ
ー
ク
票
は
全
体
の

二
五
掃
で
、
デ
ン
マ
l
グ
政
府
が
同

市
を
第
一
投
票
区
に
入
れ
な
か
っ
た

」
と
は
、
正
し
か
っ
た
と
言
え
よ

ぅ
。
第
二
投
票
区
全
体
で
は
、
デ

γ

マ
ー
ク
復
帰
を
希
望
す
る
票
は
、

八
%
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
当
地
区
の

い
か
な
る
小
投
票
区
も
、
デ
ン
マ

l

グ
票
が
過
半
数
に
及
ば
な
か
っ
た
。

ま
た
第
一
投
票
地
区
の
南
境
界
地

域
は
非
常
に
ド
イ
ツ
的
色
彩
が
濃

く
、
都
市
的
性
格
を
も
っ
た
テ
ナ

(
デ
シ
マ
l
ク
票
二
三
彪
)
以
外

Vこ、

(
三
八

西
海
岸
の
ホ
イ
ヤ

I



必
)
、
テ
ナ
の
南
、
ウ
ピ
ェ
ア

(
一
七
対
)
、
テ
ィ
ン
グ
レ
ウ

(
四
三
ガ
)
と
い
っ
た
具
合
に
、
農
業
地
域
で
デ
ン
マ
ー
ク
票
が
五

O
Mを

割
る
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
テ
ィ
ン
グ
レ
ウ
周
辺
の
ド
イ
ツ
化
現
象
も
全
般
に
強
く
現
れ
、
こ
の
親
ド
イ
ツ
住
民
の
勢
力
の
強

い
地
域
|
|
住
民
投
票
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
票
六
五
ガ
以
下
の
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
ー
ー
は
、
後
に
「
恐
怖
の
四
角
形
地
域
」

Z
S

可
戸
お
庶
民

H
E
E
)
と
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
は
呼
ば
れ

av
ド
イ
ツ
統
治
時
代
こ
の
人
口
稀
薄
な
ヒ

I
ス
地
帯
に
ド
イ
ツ
系
農
民
が
進
出

し
、
最
も
ド
イ
ツ
化
が
顕
著
に
現
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
全
体
で
は
デ
γ
マ

l
ク
復
帰
に
賛
成
す
る
票
が
過
半
数
を
取
っ
た

の
で
あ
る
が
、

五
四
・
三
河
対
四
五
・
七
%
と
微
妙
な
投
票
結
果
が
現
れ
た
。
後
に
こ
の
四
角
形
地
域
及
び
北
海
沿
岸
の
ホ
イ
ヤ

l

デンマーク・ドイツ国境の成立とその性格

は
、
国
境
の
南
の
ナ
チ
ズ
ム
隆
盛
時
に
呼
応
し
た
親
ド
イ
ツ
住
民
の
勢
力
地
域
と
し
て
存
在
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
境
不
安
を
あ
お
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
か
つ
て
の
ス
リ
ス
ヴ
ィ
公
爵
領
内
の
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
領
飛
地

l
lテ
ナ
の
西
、
及
び
北
西
地
域
ー
ー

は
、
住
民
投
票
に
際
し
で
も
、
確
実
に
デ
ン
マ
ー
ク
票
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
海
岸
の
ア
ル
ス
島
、
対
岸
の
ソ
ネ
ヴ
ェ
ド
地
区
で

fi 

一
八
八
七
年
以
降
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
逃
亡
と
い
う
形
で
し
か
ド
イ
ツ
圧
制
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
デ
シ
マ

1
グ
系
住
民

が(旬)、

デ
ン
マ
ー
ク
人
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
を
持
ち
、

古
来
の
民
族
の
土
地
を
守
ろ
う
と
積
極
的
な
姿
勢
を
う
ち
だ
し
て
き
た
地
域
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
デ
ン
マ
ー
ク
票
が
完
全
に
圧
倒
し
、
北
部
地
区
と
共
に
デ
ン
マ
ー
ク
系
住
民
の
勢
力
が
安
定
し
て
い
る
地
域
で
あ

っ
た
。そ
し
て
第
一
・
第
二
投
票
区
の
住
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
投
票
結
果
を
尊
重
し
、
国
境
線
を
定
め
る
段
階
に
な
っ
て
、
北
部

ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
デ
ン
マ
ー
ク
系
住
民
の
聞
か
ら
、

フ
レ
ン
ス
ボ
l
市
を
デ
ン
マ
ー
ク
に
吸
収
、
合
併
す
る
か
、
そ
の
周
辺
を
も
含
め
た
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「
国
際
都
市
化
」

(-Emg阻止
O
ロ但
-
U
R
U
C
)
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
岡
市
の
デ
ン
マ
ー
ク
系
住
民
が
再
び
ド
イ
ツ
に
統
治
さ
れ
る
こ
と

を
拒
ん
だ
。
そ
れ
は
「
フ
レ
ン
ス
ボ
l
運
動
」

(EmggHmeσ
雪
印
白
色
閉
め
ロ
)
|
|
一
九
二

O
年
三
月
後
半
|
|
と
呼
ば
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
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に
政
治
危
機
(
「
復
活
祭
危
機
」

HMrr呉
氏
自
己
を
も
た
ら
し
た

av
し
か
し
デ
シ
マ

1
ク
新
政
権
も
、

こ
の
問
題
に
対
し
自
ら
積
極

的
立
場
を
と
れ
ず
、

一
九
二

O
年
一
月
よ
り
国
際
委
員
会
の
管
理
行
政
下
に
あ
っ
た
第
一
・
第
二
投
票
区
は
、
同
年
六
月
十
五
日
そ
れ
ぞ

れ
デ
ン
マ
ー
ク
へ
、
ド
イ
ツ
へ
と
委
譲
さ
れ
、
こ
こ
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
聞
の
国
境
線
が
新
た
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
国

境
は
、
第
一
投
票
区
の
境
界
線
、
す
な
わ
ち
ク
ラ
ウ
セ
ン
・
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。

玉
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
線

デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
し
た
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
土
の

1
一
m
G
b
o
o
r
B日
)
、
総
人
口
の

1
一泊

(HE・
8
0〉
)
で
あ

り
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
母
国
復
帰
」
の
情
熱
が
鎮
ま
る
と
共
に
、
復
帰
後
の
違
和

感
・
経
済
不
振
・
世
界
恐
慌
そ
し
て
ナ
チ
ド
イ
ツ
の
拾
頭
と
、
国
境
地
域
の
不
安
定
な
状
況
が
続
き
、
復
帰
時
の
十
五
が
の
「
ド
イ
ツ
少

数
民
族
」
の
動
き
は
活
発
化
し
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
お
け
る
立
場
が
、
苛
酷
な
条
件
を
「
書
き
取
ら
さ
れ
た
も
の
」

(
己
保
SH)

過
ぎ
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
は
、

ナ
チ
ズ
ム
の
圏
内
浸
透
に
よ
っ
て
公
然
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
破
棄
を
ロ
に
し
て
い
た
。
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ

ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
ナ
チ
党
進
出
は
す
さ
ま
じ
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
内
の
ド
イ
ツ
少
数
民
族
と
共
に
、
国
境
線
の
変
更
を
待
ち
わ

び
て
い
た

avoと
こ
ろ
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
と
っ
て
運
命
の
一
九
四

O
年
四
月
九
日
の
ナ
チ
ド
イ
ツ
に
よ
る
デ
ン
マ
ー
ク
占
領
の
日
が
訪
れ

て
も
、
ま
た
五
年
間
の
暗
黒
の
占
領
時
代
中
に
も
、
国
境
線
変
更
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
国
境
変
更
の
要
求
は
、
ベ
ル
リ
ン
に

拒
絶
さ
れ
た
の
で
あ
る

avo
」
れ
は
単
な
る
占
領
政
策
上
の
問
題
で
は
な
く
、

変
え
る
べ
き
国
境
線
コ
ン
ゲ
オ
l
川
に
な
ん
ら
国
境
線

た
る
要
素
を
見
い
出
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

、
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
は
、
ま
っ
た
く
状
況
が
異
な
っ
て
い
た
。

一
九
二

O
年
の
住
民
投
票
の
結
果
、
国
境
線
の
南
に
残
っ
た
デ
ン
マ



ー
ク
少
数
民
族
(
一
九
二
一
年
の
少
数
民
族
組
織
会
員
数
、
約
五
千
人
)
が
、
大
戦
後
に
雨
後
の
笥
の
よ
う
に
一
斉
に
激
増
し
て
し
ま
っ

た
ハ
幻
)
。
そ
の
理
由
は
ナ
チ
ド
イ
ツ
に
対
す
る
失
望
と
、
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
人
口
が
一
挙
に
二
倍
に
増
加
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
東
部
ド
イ

ツ
か
ら
の
難
民
の
流
入
で
あ
っ
た

avo同
じ
ド
イ
ツ
と
は
い
え
、
ま
っ
た
く
異
質
の
難
民
の
流
入
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
的
圧
迫
は
、
南
部

ス
リ
ス
ヴ
ィ
固
着
住
民
に
、

か
つ
て
彼
等
の
土
地
が
「
古
き
良
き
時
代
」
(
営
む

o
p
官
g
Z
E
C叩
)

に
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
地
方
と
し
て

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
た

auoそ
の
最
高
潮
は
、

一
九
四
七
年
の
地
方
議
会
議
員
選
挙
に
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
復
帰
の
声
が
響
き

わ
た
り
、

固
着
住
民
(
日
常
語
は
ド
イ
ツ
語
)

デ
ン
マ

l
グ
政

の
半
数
以
上
が
デ
ン
マ
ー
ク
系
候
補
者
に
投
票
し
た
と
き
だ
っ
た

auo

デンマーグ・ドイツ国境の成立とその性格

府
は
こ
の
動
き
を
考
慮
し
つ
つ
、
戦
後
の
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
を
管
轄
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
折
衝
を
続
け
た
が
、

一
九
四
九
年
「
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
」
の
誕
生
に
よ
り
、
新
た
な
復
帰
問
題
は
立
ち
消
え
し
た
。
ま
た
す
な
わ
ち
復
帰
要
求
の
声
は
敗
戦
に
よ
る
混
乱
と
貧
困
が
も
た

ら
し
た
一
種
の
熱
病
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
西
ド
イ
ツ
の
復
興
に
伴
っ
て
、
復
帰
要
求
の
戸
は
静
ま
り
、
少
数
民
族
組
織
の
会
員
数
も

約
四
万
人
と
安
定
し
て
き
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
民
族
問
題
の
解
決
を
み
た
の
が
、

一
九
五
五
年
西
ド
イ
ツ
の

N
A
T
O
加
盟
を
デ
ソ
マ

-
グ
が
承
認
す
る
に
あ
た
っ
て
の
丁
独
交
渉
の
結
論
、

い
わ
ゆ
る
「
ボ
ン
宣
一
吉
己
(
切
O
ロロ・
2
E
m江
ロ
∞
何
百
四
)

の
発
表
に
お
い
て
で
あ
っ

た
Bu。
ド
イ
ツ
少
数
民
族
、
デ
ン
マ
ー
ク
少
数
民
族
の
権
利
保
証
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
特
に
ド
イ
ツ
内
の
デ
ン
マ
ー
ク
少
数
民
族
は
、

キ
ー
ル
宣
言
。

E
B
H
)
で
そ
の
権
利
は
保
証
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
連
邦
政
府
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
文
化
活
動
が
妨
害
さ

れ
て
い
た
の
で
、
事
実
上
は
じ
め
て
自
由
な
民
族
活
動
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
東
西
冷
戦
か
ら
両
国
が
西
側
に
立
ち
、

N
A

T
O
と
い
う
同
じ
利
害
関
係
に
身
を
置
く
こ
と
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、
両
国
の
相
互
理
解
の
足
が
か
り
を
得
た
。
ド
イ
ツ
の
急
速
な
経
済
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復
興
が
、
敗
戦
に
よ
る
貧
困
時
の
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
住
民
の
デ

γ
マ
l
ク
志
向
性
の
現
実
逃
避
的
な
面
を
奪
い
去
っ
た
。
ま
た
難
民
流
入

に
よ
っ
て
増
加
し
た
人
口
も
落
ち
着
き
、
残
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
少
数
民
族
の
存
在
は
、
ド
イ
ツ
語
を
日
常
語
と
し
な
が
ら
も
デ
ン
マ
ー
ク
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第
2
表
北
部
，
中
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
産
業
別
人
口
分
布
(1907年
6
月
12
日
調
べ
)

ょ
r
γ
一

オ
ー
ベ
ν
ロ
ー
郡
セ
ナ
ボ
{
郡
テ
ナ
郡

フ
レ
ン
ス
ボ
ー
Flensborg

H
a
d
e
r
s
l
e
v
 
A
a
b
e
n
r
a
a
 
S
O
n
d
e
r
b
o
r
g
 
T
O
n
d
e
r
 
市
部
B
y
k
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dsl農
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農
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林
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業
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48.4 

4
2
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6
 

52.6 
1.
9
 

52.8 

工
手
工
業
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2
1. 
5
 

26.6 
19.1 

4
3
.
5
 

23. 
1
 

商
・
販
売
・
飲
食
業

7.5 
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8.1 
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16.5 
5.9 

運
事命
業

4.1 
5.1 

3.8 
5.1 

10.3 
2.8 

自
由
業

5.4 
3.9 

6.9 
4
.
6
 

10.3 
4.4 

資
本
家
・
年
金
生
活
者
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10.2 

10.2 
7.4 

9.6 
9.4 

そ
の

他
1.
3
 

2.5 
1.
8
 

1.
8
 

7.9 
1.
6
 

人
60，4
5
6
 

30，794 
37
，308 

59，
793 

52
，555 

4
7，
070 

(
人
口
以
外
，
%
)
卓
越
し
た
農
業
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

af. 
F
r
a
n
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国境の町テナにおける国会議員選挙の得票分布

TOnd巴r
ドイツ系候補者 デンマーク系候補者

ア ナ
得票数 | う4 得票数 | % 総票数

1924年4月11日 930 41. 7 1，299 58.3 2，229 

26年12月2日 1，060 41. 6 1，486 58.4 2，546 

29年4月24日 1，037 39.9 1，563 60. 1 2，600 

32年11月16日 965 36.7 1，662 63.3 2，627 

35年10月22日 1，157 37.6 1，924 62.4 3，081 

39年4月3日 1，207 36.3 2，114 63.7 3，321 

47年10月28日 689 21. 9 2，463 78.1 3， 152 

50年9月5日 644 20.0 2，584 80.0 3，228 

53年4月21日 817 23.4 2，669 76.6 3，486 

53年9月22日 935 25.3 2，766 74.7 3，701 

57年5月14日 883 23.3 2，901 76. 7 3，784 

60年11月15日 877 22. 6 3，001 77.4 3，878 

第3表

af En by ved Q'ransen， s. 49 Tabel 2. 

ドイツ少数民族の人口はむしろ不変であり，国境地帯のデソマーク人の着

実な増加が見うけられる。

つ
づ
け
る
こ
と
で
満
足
し
た
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
「
残
り
火
」

の
よ
う
な
少
数
民
族
問
題
で
あ
っ
た
。

一
九
二

O
年
の
「
国
境
線
」
が
、
他
の
い
か
な
る
試
案
線
よ

り
も
優
れ
て
い
た
こ
と

l
lつ
ま
り
文
化
景
観
を
考
慮
し
つ

っ
、
自
然
地
物
を
尊
重
し
た
自
然
国
境
的
要
素
に
則
り
、
デ
ン

マ
ー
グ
の
領
土
的
野
心
を
自
ら
封
じ
、
そ
の
結
果
、
平
和
時
の

関
税
線
、
戦
時
の
防
衛
線
と
し
て
機
能
す
べ
き
南
ユ
ト
ラ
ン
ド

の
最
短
横
断
ラ
イ
シ
を
得
た
こ
と
ー
ー
に
よ
っ
て
、
激
し
い
時

の
流
れ
の
中
に
自
ら
永
い
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま

た
北
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
が
、
鉱
物
資
源
も
な
く
工
業
地
帯
で
も
な

い
純
粋
な
農
業
地
帯
で
あ
り
(
第
2
表
)
、
係
争
の
焦
点
が
該

当
地
域
の
経
済
的
価
値
に
関
り
な
く
、
住
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ

ー
ツ
問
題
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
後
こ
の
地
が
平
穏

な
民
族
境
界
地
帯
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
に
貢
献
し
た
。
ま
た

デ
ン
マ
ー
ク
の
国
境
地
帯
と
し
て
も
、
復
帰
後
着
実
な
デ
ン
マ

-
グ
人
の
増
加
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
ド
イ
ツ
少
数
民
族
の
勢
力

を
低
下
さ
せ
て
い
き
、
少
数
民
族
問
題
に
よ
る
国
境
不
安
は
姿
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を
消
し
て
い
っ
た
(
第
3
表
)
8
1
そ
し
て
こ
の
平
穏
な
国
境
線
は
そ
の
両
側
に
、
宗
教
が
同
一
で

(
ル
タ

l
派)、

言
語
の
差
異
の
少

な
い
(
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
方
言
と
低
地
ド
イ
ツ
語
)
同
一
北
欧
民
族
(
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
固
着
住
民
)
が
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

そ
の
安
定
度
を
深
め
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、

一
九
二

O
年
の
国
境
設
定
に
際
し
、

「
弱
小
国
」
を
自
認
し
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
が
、
十
九
世
紀
以
来
の
血
で
臆
つ

て
き
た
民
族
闘
争
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
、
将
来
再
び
ド
イ
ツ
か
ら
国
境
線
の
変
更
を
要
求
さ
れ
な
い
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
市
そ

れ
に
全
力
を
注
い
だ
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
北
欧
」
の
デ
ン
マ
ー
ク
と
し
て
、
自
ら
の
歴
史
に
対
す
る
総
決
算
が
、
ま
さ
に
こ

の
「
住
民
投
票
」
の
実
施
と
「
国
境
線
」
の
決
定
で
あ
っ
た
。

註

(
1
)
 
。
F
E回
何
回
目
江
区
g
p
。同ロ曲目円。吋柏市ロ曲四】棺
HPHUω
∞・曲目・

HaaN由

ω
g
z
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DEmHH田
容
ロ
ロ
仏
『
本
坦
叩
♂
の
同
日
ロ
師
団
同
f
H
U回目・臼田・∞'白
N

出・

HN08ロ
ι巴
"
、
叶
同
町
}
門
担
問
匂
伊
回
目
rFm品
。
ロ
回
国
ZHD-ユ冊目

ω4bHH品目同一』
1
Fロ門ゲ回目
u
S
H
H
・
臼
田
・
ヤ
N∞

(
2
)

村
井
誠
人
「
日
l
メ
ス
境
界
線
ダ
l
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
と
そ
の
意
味
」
『
新
地
理
』
一
一

O
i四

(
3
)

村
井
「
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
と
北
欧
」
『
北
欧
』
一

l
回
、
「
民
族
と
一
言
語
|
|
デ
ン
マ
ー
ク
語
と
南
ユ
ト
ラ

γ
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ

l

ツ
問
題
」

『
北
欧
』
二
|
一

(
4
)
〉
昆
芯
吋
R
E
2・
ω
-
2
1由
旬

開

匝

司

g
e
r
c
E
2
2
8ロ
|
γ
ロ
E
H
H
U
H
U
，F
E
R
H
U
N
G
-
E
N白
・
曲
・
色

(
5
)

プ
ラ
ハ
条
約
の
第
五
条
に
、
「
ォ
l
ス
ト
リ
I
皇
帝
陛
下
は
プ
ロ
イ
セ

γ
国
王
陛
下
に
対
し
、
一
八
六
四
年
十
月
三

O
日
、
ウ
ィ
l
y
講
和
に

よ
っ
て
獲
得
せ
る
公
爵
領
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
及
び
ス
リ
ス
ヴ
ィ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
譲
渡
す
る
。
但
し
ス
リ
ス
ヴ
ィ
北
部
の
住
民
が
自
由

投
票
に
よ
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
と
合
併
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
彼
地
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
割
譲
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
。

〈

6
)

前
掲

(
4
)
臼・斗
N
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(
7
)

一
八
六
四
年
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
上
の
デ
ン
マ

1
グ
の
主
張
、
及
び
一
八
六
六
年
の
パ
リ
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
覚
え
書
な
ど
で
み
る
か
ぎ

り
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
ダ
l
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
線
あ
た
り
ま
で
を
要
求
し
て
い
た
し
、
英
仏
両
国
は
当
時
そ
れ
に
好
意
的
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
デ
ン
マ

l
グ
が
今
回
、
最
小
の
要
求
し
か
だ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
西
欧
列
強
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
(
前
掲

(
4
)
凹・

2
)

(
8
)

の
mwユ
ロ
ロ
自
s
r
r
m
H
"
の開口町
O門
司
区
ロ
但
何
回

S
N
O
w
g
N
0・
回
・
由
・
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胆
同
司
同
-
Z
ω
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司
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(
9
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独
逸
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ハ
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希
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ヒ
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ヲ
決
定
ス
。
此
ノ
目
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ノ
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東
方
ヨ

p
西
方
ニ
向
ヒ
劃
シ
タ
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左
記
ノ
線
ノ

北
方
ニ
位
ス
ル
旧
独
逸
帝
国
版
図
内
ノ
住
民
ヲ
シ
テ
本
条
第
一
号
乃
至
第
四
号
ノ
条
件
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下
ニ
行
フ
ヘ
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投
票
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依
日
其
ノ
希
望
ヲ
表
示
セ
シ
ム

ヘ
シ
」
以
下
略

(
叩
)
司
同
世
ロ
N

J

ア
』
2
8
p
出
E
ロ円四『。白

Fι
白神ロロ円仏曲目何回三巴回目円。

ωHXbHE回
B
E
Z
E
F
m
H
D巳
0・
5
0
H
・‘
Z
D
E回目自白三也白

ωu己
坦
片
田
口
問
叩
w

(
日
)
町
一
円
-
F
ω
品
。
【
円
四
句
。
ロ
円
相
ロ
m
q
w
U
O
白日
g
i
s
w
m
ω
甘

mb同
由
国
自
由
同
】
回
丘
三
口
日
開
H
2
r
o
出
5
0
1
m
S
E
t
H
U
M
P
H由
NN・
白
・
白
N

(
臼
)
「
ダ
l
ネ
ヴ
ィ
ア
ケ
」
と
は
、
デ
ソ
マ
l
p
民
族
地
域
の
最
南
線
に
八

i
十
二
世
紀
聞
に
デ
ン
マ
ー
ク
民
族
が
築
い
た
土
塁
で
あ
る
。
ス
リ
ー

湾
と
ア
イ
ダ
l
川
の
支
流
ト
レ
ネ
川
間
を
こ
の
長
城
で
結
ん
だ
。
(
前
掲
(

2

)

)

(
臼
)
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
の
ド
イ
ツ
代
表
は
、

E
E主
に
過
ぎ
ず
、
文
書
に
よ
る
意
見
発
表
の
み
が
許
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
(
斉
藤
孝
「
第
一
次
世
界

大
戦
の
終
結
」
二
三
頁
『
岩
、
波
講
座
世
界
歴
史
』
二
五
(
昭
和
四
五
年
)
)

(
M
H
)

ハ
l
ツ
ホ
l
ン
の
境
界
分
類
中
の
「
適
従
境
界
」
(
木
内
信
蔵
編
「
政
治
地
理
学
」
昭
和
田
三
年
、
六
八
頁
)

(
日
)
出
・
〈
・
の
Z
E
8
P
Hり
$
同
〉
宮
本
同
色
g
p
S
H
∞-

(
凶
)
村
井
「
ス
リ
ス
ヴ
ィ
と
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
」
『
北
欧
』
二
|
二

(
げ
)
「
句
・
の
F
1
2
5ロ回開
P
の
円
相
ロ
凹
叩
-uD回
m
w
p
H由
N
ω
-
m
-
N
∞印

投
票
者
の
内
分
け

A

B

C

テ

ナ

ド

N印
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(
人

)

r

H

S
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S

オ

1
ベ
ン
ロ

l

ω

・由也
H

r

m

O
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ω

叶
∞

レ
ゴ
ム
グ
ロ
ス
タ
l

斗由
ω

ω

戸

田

町

田

A
:
・
該
当
地
区
に
生
ま
れ
、
依
然
と
し
て
居
住
す
る
者

W3 
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c
i
一
九

O
O年
以
前
よ
り
定
住
す
る
外
来
居
住
者

国
・
〈
・
の
F
E
E
D自
国
己
目
虫
色
甲
ι
ロ自・

ZDH【山田】
2
1向句

H由
ω叶・目・

HN叶

F
E
N
J、・

r
a
g
-
出

E
ロ門同『
D向
』
円
山
町
同
国
】
叩
恒
三
何
回
目
お

ω匂
資
何
回
目

g
r
z
u
H
Dロ
mw
回

H
W
H
S∞・回
-
B

一
八
六
七

t
九
五
年
に
約
五
万
人
、
一
八
九
五
J
一
九
二

O
年
に
約
一
万
人
が
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
を
離
れ
て
い
っ
た
。

(
却
)
「
世
界
各
国
史
立
北
欧
史
」
(
山
川
出
版
社
、
昭
和
三

O
年
)
の
二
二
三
頁
の
記
載
内
容
で
は
、
住
民
投
票
と
ニ

l
ア
ゴ
ア
新
内
閣
成
立
の
前

後
関
係
が
正
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(
幻
)
』
目
ロ
日

ω
z
r在
日
♂
関
間
口
臼
伺
m
g
z
m
m
H
D
B
ω
可向日臼
-g丘四
wH
宏

叶

・

一

一
九
三
三
年
の
ド
イ
ツ
総
選
挙
時
の
ナ
チ
党
支
持
率
の
最
大
の
も
の
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
(
町
田
・
忠
と
で
あ
る
が
、
そ
の
支
持
率
を
南
部
ス
リ
ス

ヴ
ィ
に
の
み
限
定
し
て
み
る
と

8
・
田
沢
に
及
び
、
ポ
l
ラ
γ
ド
に
対
す
る
東
部
国
境
地
域
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
対
す
る
北
部
国
境
地
域
の
ナ
チ
ズ
ム

伸
長
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

(
辺
)
、
H，HCm】印刷，トロ
F
ω
も口
ι2ι
可口白ロ
ι
白
区
間
口
町
。
口
町
OHO口
H口四四回

-HUN0・
H由明日臼田
-HNH
，N・

(
幻
)
』
cz-
同

O
R
g
q
R
D間
切
m
E
〉

-H内
onyω
立
田

-
2
2
m
F
Z
r
E
a
s
-
-
H
U
E
-
回・

2
デ
ン
マ
ー
ク
少
数
民
族
組
織
「
南
ス
リ
ス
ヴ
ィ

協
会
」

(ω
・
ω・
司
・
)
の
会
員
数
は
、

N芯∞

(H宏印刷明
)
|
H
S
S
(忌
品
目

)
1
2
g
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(Hま寸
)
l
g
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(H宏
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!
日
ω怠
ω
(
H
E
N
)
|
ω
怒
沼

(
H

自
己
と
変
化
し
た
。

(
M
A
)

の
・
内
切
る
ロ
仏
国
丹
市
子

ω
1曲目
g
i
m
p
E同
w
呂
田
t

町
田
・
臼
・
勾
H
一
九
三
九
年
以
前
の
南
部
ス
リ
ス
ヴ
ィ
の
人
口
約
コ
一
八
万
が
、
六
九
万
に

増
加
し
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
全
体
で
は
約
百
万
人
人
口
が
増
加
し
た
。

(
お
)
前
掲
(
詑
)
回

-
E
U

〈
部
)
早
曲
目
、
H，FU『何冊目。
p
r
g
E品
2ω-moHH由
む
仲
間
凶
立
曲
目
2
2同
-
H
E∞
-
u
g
g
E
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デ
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マ
ー
ク
系
候
補
者
が
得
票
し
、
そ
れ
は
南
部
ス
リ

ス
ヴ
ィ
全
投
票
数
の
お
・
∞
決
で
あ
り
、
流
入
者
票
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一
除
く
と
固
着
住
民

(
Z己
守
ゆ
)
票
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半
数
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越
す
。

(
幻
)
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ツ
連
邦
共
和
国
首
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デ
ナ
ウ
ア
l
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署
名
に
て
、
一
九
五
五
年
三
月
二
九
日
付
で
デ
ン
マ
ー
ク
少
数
民
族
の
「
自
由
」
を
保
障
し
た
。

(
却
)
一
九

O
八
年
、
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
一
部
地
域
で
公
的
会
合
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
時
同
時
に
、
一
九
二
八
年

以
降
の
南
ユ
ト
ラ
ン
ド
で
デ
γ
7
1
ク
語
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
(
前
掲
(
凶
)
回

-HNU)

(
却

)
F
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2
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B
a
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